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26th TCTAP 2021, April 21-24, 2021, Virtual 
Abstract Session 
1. Sadamatsu K: Pre-dilation with a scoring balloon on small side branch occlusions during long 

coronary stent implantation.  
 
The American Heart Association, EPI|Lifestyle Scientific Sessions, 2021 Chicago IL, USA, May 
20-21, 2021, Virtual 
1. Morikawa N, Adachi H, Enomoto M, Fukami A, Nohara Y, Sakaue A, Toyomasu K, Yamamoto 

M, Fukumoto Y: Sex differences of longitudinal changes of cognitive function for 9 years 
among older adults: findings from Tanushimaru cohort study. 
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The American Heart Association Scientific Sessions(AHA)2021, Boston MA, USA, November 
13-15, 2021, Virtual 
e-Posters 
1. Morikawa N, Adachi H, Enomoto M, Fukami A, Sakaue A, Yamamoto M, Sato H, Fukumoto Y: 

Left ventricular mass index and risk of cognitive decline in a general elderly population. 
(Tanushimaru Cohort Study) 
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国内学会 
 
第 31 回日本心血管画像動態学会（2021 年 1 月 8～9 日：WEB 開催（岡山）） 
一般演題（口演） 
1. 村里嘉信、森 隆宏、目野恭平、竹中克彦：冠動脈分岐部ステント留置における側枝

専用バルーンの有効性 
 
第 332 回日本内科学会九州地方会（2021 年 1 月 9 日：WEB 開催（福岡）） 
一般演題（口演） 
1. 江藤和子、打和大幹、日野昭宏、大坪 仁、福本義弘：アスピリン潰瘍を合併した不

安定狭心症の 1 例 
 
第 32 回日本心血管インターベンション治療学会九州・沖縄地方会/第 5 回冬季症例検討会

（2021 年 1 月 15～16 日：WEB 開催） 
男女共同参画“Sustainable(持続可能な)Interventionalist” 
1. 光武良亮：プロテクターを着ない PCIのかたち 

 
一般演題（口演） 
1. 佐々木雅浩、佐々木健一郎、光武良亮、板家直樹、知花英俊、石松 高、山路和伯、

中野仁晴、福本義弘：Rotablator stuck に対し bail out した一例 
2. 山路和伯、中野仁晴、石松 高、石﨑勇太、佐々木雅浩、知花英俊、板家直樹、大塚

昌紀、光武良亮、横山晋二、佐々木健一郎、福本義弘：OCT および血管内視鏡での観

察を行った若年発症の急性心筋梗塞症例 
3. 山路和伯、中野仁晴、石松 高、石﨑勇太、佐々木雅浩、知花英俊、板家直樹、大塚

昌紀、光武良亮、横山晋二、佐々木健一郎、福本義弘：COVID-19 流行下の急性心筋梗

塞に対するロボット補助経皮的冠動脈インターベンション 
4. 中野仁晴、芝尾昂大、山路和伯、石松 高、石﨑勇太、佐々木雅浩、西田憲史、板家直

樹、知花英俊、光武良亮、大塚昌紀、横山晋二、佐々木健一郎、福本義弘：左冠動脈

主幹部のステント内に迷入して断裂した pressure wire をスネアで回収した一例 
5. 目野恭平、村里嘉信、福田翔子、小村聡一朗、森 隆宏、大谷規彰、竹中克彦：屈曲

した分岐部石灰化病変に対し、Guide-extension カテーテルを用いた Orbital atherectomy 
が有効であった一例 

6. 小村聡一朗、岩橋秀明、福山雄介、福田翔子、荒木将裕、浦 祐次郎、目野恭平、尾

崎功治、矢加部大輔、森 隆宏、竹中克彦、大谷規彰、村里嘉信、中村俊博：インペ

ラ 2.5 挿入下に左冠動脈主幹部石灰化病変に対し PCI を行った低心機能の症例 
 



第 45 回日本運動療法学会学術集会（2021 年 1 月 30 日：WEB 開催(久留米)） 
シンポジウム 
1. 佐々木健一郎、石﨑勇太、片伯部幸子、高田優起、吉川尚宏、大塚昌紀、福本義弘：

心臓リハビリテーションの現状 〜運動誘発性サイトカイン動員療法の可能性〜 
 
第 48 回日本集中治療医学会学術集会 (2021 年 2 月 12～14 日：WEB 開催(香川)) 
パネルディスカッション 7 

1. 柴田龍宏：CCUにおける緩和ケアの役割 

 

日本心臓リハビリテーション学会第 6 回中国支部地方会 (2021 年 2 月 20 日：WEB 開催(山
口)) 
特別講演 

1. 柴田龍宏：心不全緩和ケアに今必要なもの 

 
第 29 回日本心血管インターベンション治療学会；CVIT2020（2021 年 2 月 18～21 日：WEB
開催（仙台）） 
一般演題（口演） 
1. 村里嘉信、目野恭平、小村聡一朗、森 隆宏、竹中克彦：Impact of change in rotablation 

procedure for calcified coronary bifurcation lesion on clinical outcome. 
2. 竹中克彦、福田翔子、福山雄介、芝尾昂大、目野恭平、小村聡一朗、森 隆宏、村里

嘉信：Efficacy of drug-coated balloon angioplasty after rotational atherectomy in patients with 
heavily calcified lesion. 

3. 森 隆宏、佐野仁弥、石丸晃成、福田翔子、福山雄介、芝尾昂大、荒木将裕、目野恭

平、矢加部大輔、小村聡一朗、竹中克彦、村里嘉信：Usefulness of rotational atherectomy 
supported by guide extension catheter for a calcified lesion of distal segment. 

4. 板家直樹、佐々木雅浩、知花英俊、石松 高、石﨑勇太、鍵山弘太郎、山路和伯、西

田憲史、佐々木基起、中野仁晴、横山晋二、佐々木健一郎、福本義弘、上野高史、大

塚昌紀：A case in which percutaneous transluminal septal myocardial ablation was remarkably 
effective for hypertrophic cardiomyopathy with recurrent heart failure. 

5. 佐々木雅浩、上野高史、佐々木健一郎、横山晋二、大塚昌紀、板家直樹、知花英俊、

西田憲史、石松 高、鍵山弘太郎、石﨑勇太、山路和伯、福本義弘：当院における

IMPELLA の使用経験と IMPELLA 使用下に PCI を行った症例 
6. 鍵山弘太郎、山路和伯、石﨑勇太、石松 高、佐々木雅浩、知花英俊、板家直樹、大

塚昌紀、佐々木健一郎、上野高史、福本義弘：The Report about evaluation of safety and 
effectiveness of robot assisted PCI at Kurume University Hospital. 

7. 山路和伯、鍵山弘太郎、石松 高、石﨑勇太、佐々木雅浩、板家直樹、知花英俊、仲

吉孝晴、大塚昌紀、横山晋二、佐々木健一郎、福本義弘、上野高史：Usage experience of 
Robotic PCI by Distal Radial Artery Approach in our hospital. 

8. 芝尾昂大、村里嘉信、福田翔子、福山雄介、石丸晃成、荒木将裕、小村聡一郎、森 隆

宏、竹中克彦：A case of manifestation of right-left shunt flow via foramen ovale after Impella 



support in a patent with fulminant Myocarditis. 
9. 目野恭平、村里嘉信、福山雄介、福田翔子、芝尾昂大、荒木将裕、小村聡一朗、森 隆

宏、竹中克彦：Impact of asymmetricity of the ablated area on luminal expansion in coronary 
calcified lesion treated with Orbital atherectomy system. 

 
第 85 回日本循環器学会学術集会（2021 年 3 月 26～28 日：ハイブリッド開催（横浜）） 
ランチョンセミナー12 
1. 甲斐久史：With COVID-19 時代に考える〜若くて健全な血管を守る意義〜 
 

Plenary Session 4“New insights and findings on aortic dissection”  
1. Aoki H: The Molecular network of aortic dissection. 
 
症例から学ぶガイドラインセミナー6 
1. 柴田龍宏：日本循環器学会/日本心不全学会合同ガイドライン 2021 年改訂版 循環器疾

患における緩和ケアについての提言 
 
一般演題（口演） 
1. Fukami A, Adachi H, Enomoto M, Nohara Y, Morikawa N, Sakaue A, Toyomasu K, Yamamoto 

M, Fukumoto Y: The impact of serum and faecal chitinase 3-like 1 level on endothelial 
dysfunction in a population of community-dwelling japanese. 

2. Kumanomido J, Ohe M, Hattori Y, Ito S, Hori K, Ishikawa T, Makita N, Fukumoto Y: Genetic 
analysis of young-onset atrial fibrillation with family history. 

3. Nohara Y, Adachi H, Enomoto M, Fukami A, Morikawa N, Sakaue A, Toyomasu K, Yamamoto 
M, Fukumoto Y: Differential impacts of 24-hour urinary sodium excretion on cardiovascular 
diseases or cancer mortality in a general population. 

4. Sakaue A, Adachi H, Enomoto M, Fukami A, Nakamura S, Nohara Y, Morikawa N, Hamamura 
H, Toyomasu K, Yamamoto M, Fukumoto Y: Continuous physical activity was significantly 
reduced hepatocyte growth factor levels in a general population: The Tanushimaru Longitudinal 
Study. 

5. Sugiyama Y, Ogawa A, Kanezawa M, Suruga K, Miyagi A, Kobashi S, Shigetoshi M, 
Shimokawahara H, Munemasa M, Matsubara H: Outcome of the mean pulmonary arterial 
pressure based aggressive treatment for patients with pulmonary arterial hypertension. 

6. Yanai T, Yasukawa H, Mawatari K, Sasaki T, Takahashi J, Nohara S, Shimozono K, Shibata T, 
Okabe K, Akagaki D, Yamamoto M, Fukumoto Y: Smooth muscle cell-specific SOCS3 
deficiency promote pericardial fibrosis and diastolic dysfunction in aging mice. 

 
第 1 回日本不整脈心電図学会九州・沖縄支部地方会（2021 年 4 月 10 日：WEB 開催(大分)） 
スポンサードセミナー1 
1. 大江征嗣：マッピングから紐解く持続性心房細動のメカニズム 



 
第 6 回日本肺高血圧・肺循環学会学術集会 (2021 年 5 月 6～8 日：ハイブリッド開催(東京)) 
一般演題 
1. 杦山陽一、田原宣広、岡本昌紀、戸次宗久、本多亮博、緒方詔子、福本義弘：MMF に

よる維持療法を行ったシェーグレン症候群関連肺高血圧症 
 
第 9 回臨床高血圧フォーラム（2021 年 5 月 15～16 日：WEB 開催（大阪）） 
教育講演 7 
1. 甲斐久史：高血圧専門医制度の現状と今後の展望 
 
一般演題 
1. 深水亜子、野村善博、甲斐久史：「スマートミール」に関するアンケート調査の実施報

告  
 

第 70 回日本医学検査学会 (2021 年 5 月 15 日〜6 月 14 日：WEB 開催（オンデマンド開催）） 
シンポジウム 7 
1. 柴田龍宏：腫瘍循環器領域における臨床現場と循環器系検査の実情 -心毒性を中心に- 

 

第 50 回日本 IVR 学会総会（2021 年 5 月 20〜22 日：WEB 開催（大阪）） 
特別企画 4“U-40 meeting「教育」を再考する” 
1. 柴田龍宏：U-40 心不全ネットワークの取り組み 
 
第 333 回日本内科学会九州地方会（2021 年 6 月 5 日：WEB 開催（久留米）） 
一般演題（口演） 
1. 大地祐輔、山本茉世、紫原美和子、貞松研二：急性冠動脈血栓，脳血栓塞栓症で判明

した上行大動脈血栓に抗凝固療法が有効であった 1 例 
2. 佐野仁弥、小岩屋宏、柴田剛徳：左室心尖部瘤内の血栓に対して，ワルファリンによ

る血栓溶解の過程で外科的治療が必要となった 1 例 
3. 川﨑修平、片伯部幸子、金谷誠司：冠攣縮性狭心症に心室頻拍を合併した 1 例 
4. 福田由香、川﨑修平、香月太郎、森田浩介、香月与志夫、杉 健三：第一世代薬剤溶

出性ステント留置 11 年後に SAPT へ変更し VLST を発症した 1 例 
5. 佐藤秀弥、伊藤章吾、三根大輝、丸岡優以、熊埜御堂淳、野原正一郎、本多亮博、板

家直樹、知花英俊、福本義弘：PVC アブレーション後の遠隔期に心機能の改善が観察

された 1 例 
6. 友添漢介、野原正一郎、芝尾昂大、古野晶子、野原 夢、髙橋甚彌、中村佐知子、知

花英俊、福本義弘：二弁置換術後の大動脈弁位人工弁患者不適合による心不全管理に

難渋した 1 例 
7. 丸岡優以、熊埜御堂淳、服部悠一、伊藤章吾、堀 賢介、大江征嗣、福本義弘：左右

上大静脈欠損に対してリードレスペースメーカーが有効であった 1 例 
8. 福田道隆、北村知聡、芝尾昂大、吉賀 巧、楊井俊之、柴田龍宏、大塚麻樹、本間丈



博、高須 修、福本義弘：急性僧帽弁閉鎖不全に対して Impella と VA-ECMO を導入し

bride to surgery で救命しえた 1 例 
 
第 57 回日本循環器病予防学会学術集会(2021 年 6 月 5～6 日：WEB 開催(名古屋)) 
一般演題 
1. 山本麻紀、足達 寿、榎本美佳、深水亜子、中村佐知子、野原 夢、阪上暁子、森川 

渚、豊増謙太、福本義弘：血清アルブミンレベルとフレイルに関連する因子、微量元

素、炎症マーカーの関連 ～福岡県田主丸町における横断研究～ 
2. 榎本美佳、足達 寿、深水亜子、野原 夢、森川 渚、豊増謙太、山本麻紀、福本義

弘：オキシトシンは幸せホルモンか？－一般住民女性を対象とした疫学的検討 
 
第 71 回日本病院学会（2021 年 6 月 10～11 日：WEB 開催（沖縄）） 
シンポジウム 5“「医師の働き方改革」が生み出す新しい医療体制” 
1. 福本義弘：久留米大学病院での医師の働き方への取り組み 
 
第 26 回日本緩和医療学会学術大会（2021 年 6 月 18～19 日：ハイブリッド開催(横浜)） 
シンポジウム 22“心不全、早期からの緩和ケア” 

1. 柴田龍宏：心不全集中治療の現場で循環器スタッフと患者・家族はどのような問題に

直面しているのか？ 

 
第 27 回日本心臓リハビリテーション学会学術集会（2021 年 6 月 19～20 日：ハイブリッド

開催(千葉)） 
日本高血圧学会・日本心臓リハビリテーション学会ジョイントセッション“高血圧・循環

器病の一次・二次予防と心臓リハビリテーション” 
1. 加藤宏司、福田由香、佐々木基起、翁 徳仁、新山 寛、原田晴仁、西山安浩、古賀

有里、田島陽子、塚田裕也、坂口美紀、飯田みさき、毛利聡代、甲斐久史：久留米大

学医療センターにおける高血圧・循環器病制圧と心臓リハビリテーションへの取り組

み 
 
教育基礎講座 2 
1. 柴田龍宏：実践！心不全患者の ACP 

 
一般演題 
1. 加藤宏司、福田由香、佐々木基起、翁 徳仁、新山 寛、原田晴仁、西山安浩、古賀

有里、田島陽子、塚田裕也、坂口美紀、飯田みさき、毛利聡代、甲斐久史：運動能に

及ぼす脂肪酸分画の影響 
2. 佐々木健一郎、石﨑勇太、佐々木基起、深水亜子、榎本美佳、足達 寿、上野高史、

福本義弘：心血管病患者と一般健診者のサルコペニアおよび亜型の合併率調査 〜

AWGS 診断基準更新に伴うデータの再解析〜 
 



第 11 回豊橋ライブデモンストレーションコース（2021 年 6 月 22～26 日：WEB 開催(豊橋)） 
1. 山路和伯：DCA 施行後に冠動脈瘤を形成した川崎病の症例 

 
第 130 回日本循環器学会九州地方会（2021 年 6 月 26 日：WEB 開催（沖縄）） 
女性研究者奨励賞セッション 
1. 山本麻紀、足達 寿、榎本美佳、深水亜子、野原 夢、阪上暁子、森川 渚、福本義

弘：血清アルブミンレベルとフレイルに関連する因子、微量元素、炎症マーカーとの

関連 
2. 福田翔子、村里嘉信、福山雄介、目野恭平、浦 祐次郎、荒木将裕、矢加部大輔、小

村聡一朗、森 隆宏、大谷規彰、竹中克彦、中村俊博：複雑冠動脈分岐部病変におけ

る血管内超音波（IVUS）および光干渉断層撮影（OCT）ガイドの比較 
 
YIA 基礎研究 (TR)セッション 
1. 中尾英智、青木浩樹：大動脈解離病態における細胞老化の関与 
 
YIA 臨床研究(CR)セッション 
1. 野原正一郎、石井一夫、柴田龍宏、小原 仁、宮本貴宣、上野高史、角間辰之、福本義

弘：抗がん剤治療患者における心不全の臨床的意義とリスク因子に関する検討 
 
研修医セッション 
1. 北川 光、芝尾昂大、北村知聡、山元美季、吉賀 巧、楊井俊之、柴田龍宏、大塚麻

樹、本間丈博、福本義弘：体外循環式心肺蘇生法後の ECPELLA 管理中に V-AV ECMO
を必要とした症例 

2. 溝口詩乃、吉賀 巧、北村知聡、山元美季、芝尾昂大、楊井俊之、柴田龍宏、大塚麻

樹、本間丈博、高須 修、福本義弘：ECPELLA での管理で良好な転機を辿った劇症型

心筋炎の 1 例 

3. 木下惠理子、大谷規彰、森 隆宏、小村聡一朗、竹中克彦、上原康輝、田村真吾、下

川穂積、中村俊博：ニボルマブによる急性リンパ性心筋炎に対して早期診断・早期治

療により改善を認めた一例 
4. 和才直樹、大谷規彰、古川浩二郎、尾崎功治、小村聡一朗、竹中克彦、中村俊博：食

事療法が著効した薬剤抵抗性閉塞性肥大型心筋症の一例 
 
Case Report Award 
1. 岩橋秀明、大谷規彰、福山雄介、荒木将裕、矢加部大輔、目野恭平、福田翔子、浦 祐

次郎、小村聡一朗、森 隆宏、竹中克彦、村里嘉信、中村俊博：ベ－カ－嚢胞による

深部静脈の機械的圧迫が血栓形成の原因と考えられていた致死的肺血栓塞栓症の 1 例 
 
一般演題 
1. 伊藤章吾、熊埜御堂淳、北村知聡、服部悠一、堀 賢介、大江征嗣、福本義弘：次世

代シークエンサーを用いた特発性心室細動症例における accessory mutaiton の検出 



2. 佐野仁弥、小岩屋宏、柴田剛徳：術後 11 年に血栓弁による多発塞栓性症を発症した一

例 
3. 川﨑修平、香月与志夫、森田浩介、香月太郎、杉 健三：心筋ブリッジによる狭心症

に対して機能的虚血評価を行い、ステント留置にて改善が得られた一例 

4. 目野恭平、村里嘉信、岩橋秀明、福田翔子、福山雄介、荒木将裕、矢加部大輔、小村

聡一朗、森 隆宏、大谷規彰、竹中克彦、福田倫史、恩塚龍士、古川浩二郎、中村俊

博：急性期治療に難渋した非閉塞性肥大型心筋症に合併した重症僧帽弁閉鎖不全症の

症例 
5. 福田翔子、村里嘉信、福山雄介、目野恭平、荒木将裕、矢加部大輔、小村聡一朗、森 

隆宏、竹中克彦、中村俊博：下大静脈石灰化を伴う若年性肺梗塞の一例 
 

ACP(米国内科学会)日本支部年次総会・講演会 2021（2021 年 6 月 26〜27 日：WEB 開催） 
水マニア～集中治療・循環・腎臓の視点で考える敗血症の水管理～ 
1. 柴田龍宏：循環器内科医の視点 心エコーで「血行動態」を評価しよう -POCUS の一

歩先へ- 
 
第 67 回日本不整脈心電学会学術大会（2021 年 7 月 1～4 日：WEB 配信） 
ランチョンセミナー21 
1. 大江征嗣：High mobility / Low resistance シースの可能性を探る～Symmetry sheath の有

用性と安全性を踏まえて～ 
 
第 23 回日本医療マネジメント学会学術総会（2021 年 7 月 15〜30 日：WEB 開催（オンデマ

ンド開催）） 
一般演題 

1. 横山晋二、川野佐由里、田中芳明：当院における画像・病理検査目的外診断所見の見

落とし防止対策 

 
第 50 回日本心脈管作動物質学会（2021 年 7 月 16～17 日：松本） 
一般演題（ポスター） 
1. 高田優起、佐々木健一郎、大塚昌紀、石﨑勇太、吉川尚宏、片伯部幸子、福本義弘：

上肢エルゴメーター運動前後における血中マイオカイン濃度の変化 
 
日本集中治療医学会 第 5 回九州支部学術集会（2021 年 7 月 24 日：WEB 開催（熊本）） 
一般演題 
1. 本間丈博：体外循環式心肺蘇生法施行後の V-A ECMO 管理における補助循環ポンプカ

テーテルの有効性についての検討 
 
第 334 回日本内科学会九州地方会（2021 年 8 月 28 日：WEB 開催（福岡）） 
一般演題 
1. 工藤博司：家庭血圧値の上昇で薬剤性高血圧の存在に気づいた一例 



2. 佐野仁弥、小岩屋宏、柴田剛徳、有留大海、床島真紀、立松充好：発熱を伴う僧帽弁

異常構造物の鑑別に苦慮し、外科的介入により診断、治療に至った 1 例 
3. 友添漢介、小岩屋宏、柴田剛徳、有留大海、床島真紀、立松充好：中高齢の間質性肺

炎合併、超重症大動脈弁狭窄症に対して経カテーテル的大動脈弁置換術を行った 1 例 
4. 安徳真利子、西田憲史、中村佐知子、髙橋甚彌、板家直樹、仲吉孝晴、福本義弘、堀

内久徳：中等度大動脈弁狭窄症に伴う Heyde 症候群に対して経カテーテル的大動脈弁

置換術を施行した１例 
 
The 5th JCS Council Forum on Basic Cardiovascular Research（第 5 回日本循環器学会基礎研究

フォーラム）（2021 年 9 月 11〜12 日：WEB 開催（大阪）） 
Abstract Session Short presentation“Inflammation and Cell signaling” 
1. Nakao E, Aoki H, Majima R, Hashimoto Y, Shibata R, Hayashi M, Ohno-Urabe S, Furusho A, 

Nishida N, Hirakata S, Fukumoto Y: The role of cellular senescence in aortic dissection 
 
第 69 回日本心臓病学会学術集会（2021 年 9 月 17～19 日：ハイブリッド開催（米子）） 
チーム医療セッション 1“効果的・効率的な教育システムを考える” 
1. 柴田龍宏：心不全緩和ケアの教育システムを考える 
 
臨床・かかりつけ医セッション 6“循環器内科医に知ってほしい非専門領域の話” 
1. 柴田龍宏：心不全緩和ケアの教育システムを考える-HEPT の運営を通して- 
 
一般演題 
1. 甲斐久史、甲斐麻美子、福田由香、佐々木基起、翁 徳仁、新山 寛、原田晴仁、加

藤宏司：RA 系阻害薬は組織 ACE2 発現を増加させるのか？疾患モデルのシステマティ

ックレビューによる検討 
2. 佐野仁弥、西野千春、小岩屋宏、柴田剛徳：プライマリーPCI 後（PPCI）の AMI 患者

の臨床転帰を予測するためのリポタンパク質(a)のカットオフ値 
 
第 25 回日本心不全学会学術集会 （2021 年 10 月 1～3 日：WEB 開催(岡山)） 
パネルディスカッション 4“心不全緩和ケア：どのタイミングでどのように行うべきか” 
1. 柴田龍宏：これからの心不全緩和ケア 
 
U-40 心不全ネットワーク企画 1“初学者・メディカルスタッフのための心不全短期集中特

訓～Etiology から考える心不全” 
1. 柴田龍宏：U-40 心不全ネットワークセッションに寄せて 
 
U-40 心不全ネットワーク企画 3“地域の差を超えた包括的心不全ケアを探求する～地域の

リソースの限界を超えろ！” 
1. 柴田龍宏：総論 地域の差を排除した普遍的な包括的ケアを考える 
 



教育講演 15 
1. 柴田龍宏：心不全緩和ケアのエッセンス 
 
一般演題 
1. 甲斐久史：RA 系阻害薬による組織 ACE2 発現変化―疾患モデルのシステマティックレ

ビューによる検討 
2. 杦山陽一、下川原裕人、兼澤弥咲、駿河宗城、林 和菜、宮城文音、小橋宗一郎、重

歳正尚、田渕 勲、末冨 建、小川愛子、渡邊敦之、松原広己：Pulmonary arterial 
hypertension associated with mixed connective tissue disease: An autopsy case report. 

 
第 31 回日本心血管インターベンション治療学会九州・沖縄地方会（2021 年 10 月 1～2 日：

ハイブリッド開催（北九州）） 
熱血教室 4 
1. 村里嘉信：冠動脈分岐部インターベンション：Make It Simple, But Not Easy! 
 
シンポジウム 1“明日からの実臨床で使える Coronary Imaging & Physiology” 
1. 光武良亮：久留米大学における冠微小循環評価 
 
シンポジウム 3“ISCHEMIA trial 後のインターベンション”  
1. 貞松研二： ISCHEMIA 研究の概要  
 

会長企画“Reiwa Revolution、Digital 新時代 導入から実臨床：Kyushu Style” 
1. 山路和拍：FFRCT 導入の準備に向けて 
 
コーヒーブレイクセミナー2 
1. 本間丈博：IMPELLA の使い方を再考する〜心原性ショックの予後改善を目指して〜 
 
一般演題 
1. 村里嘉信、竹中克彦、森 隆宏、小村聡一朗、目野恭平、福田翔子：屈曲した高度石

灰化冠動脈病変に対する冠動脈アテレクトミー 
2. 竹中克彦、福田翔子、目野恭平、浦 祐次郎、小村聡一朗、森 隆宏、大谷規彰、村

里嘉信：高度石灰化病変に対するステントレス治療の有効性（debulking + DCB versus 
debulking +DES） 

3. 日野昭宏、猪口悟一、打和大幹、大坪 仁、横山晋二、福本義弘：左冠動脈主幹部に

対する PCI の 5 年後に遅発性ステント血栓症を起こした 1 例 
4. 日野昭宏、猪口悟一、打和大幹、大坪 仁、横山晋二、福本義弘：左冠動脈前下行枝

に対し PCI を行った直後にたこつぼ型心筋症を発症した 1 例 
5. 久貝忠大、野田喜裕、三木 創、岩橋秀明、長谷川潤、冬野隆一、佐野哲朗、三浦靖

史、岡崎昌博、瀬川 潤、冬野喜郎：冠動脈インターベンション(PCI)中に逆行性大動

脈解離を来した 1 例 



6. 前田高暢、牟田真人、石松 高、貞松研二、紫原美和子 ：jailed balloon technique 変法

による左冠動脈前下行枝分岐部病変治療の一例 
7. 長岡和宏、貞松研二、高瀬 進、田代英樹：当院における経皮的中隔心筋焼灼術（PTSMA）

の経験  
8. 長谷川潤、瀬川 潤、三木 創、岩橋秀明、野田喜裕、冬野隆一、佐野哲朗、三浦靖

史、岡崎昌博、冬野喜郎：冠動脈インターベンション(PCI)患者に対する定期腎動脈エ

コーの勧め 
9. 三木 創、瀬川 潤、岩橋秀明、長谷川潤、野田喜裕、冬野隆一、佐野哲朗、三浦靖

史、岡崎昌博、冬野喜郎：下肢動脈治療(EVT)における R2P システムの使用経験 -そ
の適応と限界- 

10. 吉武智亮、福山雄介、福田翔子、森 信太郎、荒木将裕、目野恭平、浦 祐次郎、矢

加部大輔、小村聡一朗、森 隆宏、竹中克彦、肥後太基、村里嘉信：4 分岐を有する左

冠動脈主幹部病変に対して Stent-lessPCI を施行した一例 
 
第 39 回福岡救急医学会（2021 年 10 月 1～29 日：WEB 開催（久留米）） 
一般演題 
1. 本間丈博、松島慶央、北村知聡、芝尾昂大、楊井俊之、柴田龍宏、大塚麻樹、福本義

弘、高須 修：当院における院外心停止症例における体外循環式心肺蘇生法（ECPR）
の現状と課題 

 
日本超音波医学会第 31 回九州地方会学術集会（2021 年 10 月 3 日：WEB 開催（宮崎）） 
一般演題 
1. 本多亮博、田原宣広、緒方詔子、戸次宗久、田原敦子、杦山陽一、黒松亮子、福本義

弘：手根管症候群を契機に野生型 ATTR 心アミロイドーシスを早期に診断し、タファ

ミジスを導入できた一例 
 
第 31 回日本医療薬学会年会（2021 年 10 月 9～10 日：WEB 開催（熊本）） 
シンポジウム 63“Well-being を患者に届けよう〜心リハと腎薬が醸すロバスト、運動、栄

養、そして心腎連関〜” 
1. 福本義弘：超高齢社会における心臓リハビリテーション：心臓・腎臓・そして悪性腫

瘍 
 
第 4 回日本腫瘍循環器学会学術集会（2021 年 10 月 12〜14 日：WEB 開催（仙台）） 
一般演題 
1. 森川 渚、柴田龍宏、野原正一郎、福本義弘：造血器腫瘍および乳癌患者における心

不全発症と予後との関連（Kurume-CREO 研究） 
2. 柴田龍宏、野原正一郎、森川 渚、長藤宏司、福本義弘：抗がん剤治療中の非ホジキ

ンリンパ腫と多発性骨髄腫の心血管イベント発症に関する比較 -from Kurume-CREO 
registry- 

 



第 43 回日本高血圧学会総会 （2021 年 10 月 15～17 日：WEB 開催（沖縄）） 
シンポジウム 8“ガイドラインだけではわからない心疾患合併高血圧の治療戦略” 
1. 甲斐久史：冠動脈疾患における血圧管理の重要性 
 
一般演題 
1. 甲斐久史、甲斐麻美子、福田由香、佐々木基起、翁 徳仁、新山 寛、原田晴仁、加

藤宏司：RA 系阻害薬は組織 ACE2 発現を増加させるのか？疾患モデルのシステマティ

ックレビューによる検討 
2. 原田晴仁、福田由香、佐々木基起、翁 徳仁、新山 寛、加藤宏司、甲斐久史：心血

管疾患患者における骨格筋量と内服薬剤の関連―後向きコホート研究 
 
第 53 回日本動脈硬化学会総会・学術集会（2021 年 10 月 23～24 日：ハイブリッド開催（京

都）） 
シンポジウム 2“PET で動脈硬化を診る” 
1. 田原宣広、戸次宗久、田原敦子、緒方詔子、杦山陽一、本多亮博、井形幸代、福本義

弘：FDG-PET イメージングによる動脈硬化プラークの分子学的評価 
 
第 3 回日本フットケア・足病医学会九州・沖縄地方会学術集会（2021 年 10 月 23 日：ハイ

ブリッド開催（久留米）） 
教育講演 III“重症下肢虚血に対する血行再建の最前線” 
1. 佐々木健一郎：末梢血管病に対する血管新生療法 
 
Complex Cardiovascular Therapeutics 2021（2021 年 10 月 28〜30 日：WEB 開催） 
Joint Session“CCTI@CCT2021 Complex PCI における心臓 CT の必要性を改めて考え直す”  
1. 貞松研二：CTO に対する有用性 
 
第 41 回日本サルコイドーシス/肉芽腫性疾患学会総会（2021 年 10 月 29～30 日：ハイブリ

ッド開催（大阪）） 
シンポジウム 
1. 田原宣広、戸次宗久、田原敦子、緒方詔子、杦山陽一、本多亮博、井形幸代、福本義

弘：心臓サルコイドーシスにおける PET の重要性 Update 
 
第 7 回日本心臓リハビリテーション学会九州支部地方会（2021 年 11 月 6～7 日：WEB 開催

（佐賀）） 
優秀演題アワード 
1. 佐々木健一郎、吉川尚宏、石﨑勇太、佐々木基起、片伯部幸子、高田優起、大塚昌紀、

足達 寿、福本義弘：同地方地域住民の 40 年間における握力及び影響因子の変化 
 
第 34 回日本心臓血管内視鏡学会（2021 年 11 月 13 日：WEB 開催（東京）） 
一般演題 



1. 光武良亮、矢野英人、加藤義紘、磯崎桂太郎、山路和伯、中野仁晴：新規バルーンオ

クリュージョンカテーテルを用いた血管内視鏡検査の臨床経験 
 
第 335 回日本内科学会九州地方会（2021 年 11 月 14 日：WEB 開催（沖縄）） 
一般演題 
1. 山本茉世、丸岡優以、堀真貴子、大島英樹、吉賀 巧、佐々木雅浩、本間丈博、福本

義弘：COVID-19 感染経過中に急性心筋梗塞を発症した 1 例 
2. 内山高輔、西田憲史、橋本洋平、吉村晴美、姉川英志、本多亮博、仲吉孝晴、福本義

弘、植田光晴：気管支拡張症に伴う左室収縮能低下を呈した AA アミロイドーシスの

１例 
3. 猪口悟一、打和大幹、日野昭宏、大坪 仁、福本義弘：治療抵抗性の難治性心不全に

サクビトリルバルサルタン(エンレスト)が奏効した 1 例 
4. 山元美加子、松島慶央、北村知聡、芝尾昂大、楊井俊之、柴田龍宏、大塚麻樹、本間

丈博、盛満真人、福本義弘：敗血症ショック・心不全で救急搬送され左室機能障害の

鑑別に難渋した一例 
 
Alliance for Revolution and Interventional Cardiology Advancement (ARIA) 2021（2021 年 11 月

19～21 日：ハイブリッド開催（福岡）） 
心血管インターベンションスペシャリストとしての Optical Medical Therapy 〜マジで高

血圧コントロール って大切なの？ 
1. 大江征嗣：Ablation 

 
プログラム委員会企画“田中塾で Physiology の疑問を解決しよう” 
1. 仲吉孝晴：COVID-19 合併 STEMI 後の血管攣縮を考察する 
 

ロボット PCI ビデオライブ 
1. 光武良亮：症例 2  
 
心筋炎をチームで診る！ 

1. 芝尾昂大：非典型的な経過を辿った若年の心筋炎の一例 
 
特別企画“私の経験した COVID-19～カテ室の現場から～”  
1. 吉賀 巧：COVID-19 肺炎治療中に発症した ST 上昇型急性心筋梗塞の一例～慢性期冠

動脈検査所見から COVID-19 関連心筋梗塞の病態を考察する～ 
 

第 131 回日本循環器学会九州地方会 (2021 年 12 月 4 日：WEB 開催（福岡）） 
女性研究者奨励賞セッション 
1. 野原 夢、石井一夫、森川 渚、野原正一郎、福本義弘：Annual increase of patients with both 

cancer and cardiovascular diseases in Japan 2011-2015  
 



with/post COVID-19 での循環器医の在り方“COVID-19 時代における若手循環器医からの

提言” 
1. 間部早央里：女性医師の現状と今後の展望 〜新米循環器医、新米ママとしての立場

から考えること〜 
 
Case Report Award 
1. 佐野仁弥、小岩屋宏、西平賢作、栗山根寛、矢野光洋、柴田剛徳：Ｃｅｎｔｒａｌ 

extracorporeal membrane oxygenation (ECMO)で救命し得た劇症型急性心筋炎の一例 
2. 江藤成顕、熊埜御堂淳、野田武志、吉村英恵、本間丈博、石松 高、野原 夢、仲吉孝

晴、福本義弘：特異な経過を辿った劇症型心筋炎にステロイドと免疫抑制剤が著効し

た一例  
3. 吉武智亮、大谷規彰、田中智大、徳永佳尚、目野恭平、福田翔子、小村聡一朗、森  隆

宏、竹中克彦、村里嘉信、中村俊博、肥後太基：COVID-19 肺炎関連重症急性呼吸窮迫

症候群に対し、二度体外式模型人工肺療法を導入し救命できた症例 
 
研修医セッション 
1. 古城英貴、大谷規彰、浦 祐次郎、田川哲三、小村聡一朗、森 信太郎、森 隆宏、

竹中克彦、村里嘉信、中村俊博、肥後太基：症例報告：心膜液貯留が肺癌再発の初期

兆候であった一例 
2. 鈴田龍太郎、大谷規彰、小村聡一朗、吉武智亮、福田翔子、目野恭平、森 隆宏、竹

中克彦、村里嘉信、野田英一郎、杉森 宏、中村俊博、肥後太基：酸化マグネシウム

による高マグネシウム血症から高度徐脈、血圧低下、血行力学性脳梗塞を来した一例 
 
一般演題 
1. 小田隆太郎、佐々木雅浩、池田梨沙、吉村晴美、橋本洋平、古野晶子、仲吉孝晴、西

田憲史、戸次宗久、吉川尚宏、福本義弘、田山栄基：肺動脈弁閉鎖不全症、右室機能

低下を来した Fallot 四徴症術後の治療選択に苦慮した症例 
2. 牟田真人、前田高暢、石松 高、紫原美和子、貞松研二：左下大静脈にナットクラッ

カー症候群を合併した１例 
3. 友添漢介、小岩屋宏、佐野仁弥、門岡浩介、木村俊之、柴田剛徳：間質性肺炎を合併

した 60 代男性の超重症大動脈弁狭窄症に対して経カテーテル的大動脈弁置換術を行っ

た一例 
4. 福田翔子、吉武智亮、福山雄介、森 信太郎、浦 祐次郎、目野恭平、荒木将裕、矢

加部大輔、小村聡一朗、森 隆宏、大谷規彰、竹中克彦、村里嘉信、中村俊博、筒井

裕之、塩瀬 明、肥後太基：植込型左室補助人工心臓（LVAD）施設への紹介を通じて

感じた重症心不全の医療連携の在り方 
5. 福山雄介、中村俊博、吉武智亮、福田翔子、森 信太郎、浦 祐次郎、荒木将裕、目

野恭平、矢加部大輔、小村聡一朗、森 隆宏、大谷規彰、竹中克彦、村里嘉信、肥後

太基：急速な心房ペーシング不全を契機に診断に至った心アミロイド－シスの一例 
 



CVMW2021-心血管代謝週間-（2021 年 12 月 10～11 日：WEB 開催（久留米））  
共催セミナー5 
1. 福本義弘：新規心不全治療薬の新たな位置づけ〜心腎連関を踏まえて〜 
 
顕彰 

 
第 7 回日本心臓リハビリテーション学会九州支部地方会 優秀演題アワード優秀賞 
佐々木健一郎、吉川尚宏、石﨑勇太、佐々木基起、片伯部幸子、高田優起、大塚昌紀、足

達 寿、福本義弘：同地方地域住民の 40 年間における握力及び影響因子の変化 
 
第 131 回日本循環器学会九州地方会 女性研究者奨励賞セッション優秀賞 
野原 夢、石井一夫、森川 渚、野原正一郎、福本義弘：Annual increase of patients with both 
cancer and cardiovascular diseases in Japan 2011-2015. 
 
特許 
 
佐々木健一郎、角間辰之：サルコペニア診断装置及びプログラム（特願 2021-071846） 
 
研究助成金 

 

文部科学省・日本学術振興会 科学研究費助成事業（直接経費+間接経費＝合計） 

 

令和元年度～令和 3 年度 基盤研究（B） 
青木浩樹：大動脈解離：細胞老化が招く組織恒常性破綻のメカニズム解明と治療戦略への

応用（3,800,000+1,140,000＝4,940,000） 
 
令和元年度～令和 3 年度 基盤研究（C） 
足達 寿：血清 Thrombospondin-2 の多面的作用を疫学的に解明する(700,000＋210,000＝
910,000) 
甲斐久史：バイオマーカーを用いた新規サルコペニア指標の心疾患サルコペニア悪化・予

後予測能（1,000,000+300,000=1,300,000） 
平方佐季：血管内皮機能に着目した大動脈解離病態：STAT3 による炎症ゲートウェイの調

節（1,200,000+360,000=1,560,000） 
 
令和元年度〜令和 3 年度 若手研究 
吉川尚宏：超音波処理を施した酸化ストレス耐性細胞を用いる新規血管新生療法の開発

（1,100,000+330,000＝1,430,000） 
 
令和 2 年度～令和 4 年度 基盤研究（C） 



吉田典子：心不全患者のサルコぺニア進行における酸化ストレスの関与と抗酸化ビタミン

の効果（1,300,000+390,000＝1,690,000） 
安川秀雄：心筋障害ストレスに対する線維芽細胞の活性化制御における STAT/SOCS の役割

（1,200,000+360,000＝1,560,000） 

古荘  文：病態特異的免疫グロブリンで制御される大動脈解離メカニズムの解明

（1,200,000+360,000＝1,560,000） 
野原 夢：一般住民において血清 IGF-I が動脈硬化性疾患と認知機能に与える影響 

(1,100,000＋330,000＝1,430,000) 
 
令和 2 年度〜令和 3 年度 若手研究 
伊 藤 章 吾 ： 右 心 不 全 特 異 的 な 分 子 標 的 療 法 の 創 出 に 向 け た 基 盤 研 究 
(1,300,000+390,000=1,690,000)  
岡部浩太：心筋梗塞後突然死の病態解明 非心筋細胞の JAK/STAT3/SOCS3 経路の探求

（1,600,000+480,000＝2,080,000） 

眞島涼平：免疫の司令塔Ｔ細胞に着目した大動脈解離の病態解明と薬物療法の開発 

（1,600,000+480,000=2,080,000） 

楊井俊之： 心外膜肥厚と心筋線維化の機序解明 STAT3/SOCS3 系に焦点をあてた解析

（1,600,000+480,000＝2,080,000） 
緒方詔子:トランスサイレチン心アミロイドーシスにおけるテクネシウム心臓集積活性の意

義（900,000 + 27,000 = 1,170,000） 
豊増謙太：ADMA とホモシステインの両方を測定した人の生命予後と頸動脈厚進展の関連 

(1,200,000＋360,000＝1,560,000） 

中 尾 英 智 ： 大 動 脈 解 離 に 特 異 的 な 免 疫 複 合 体 の 同 定 と 臨 床 応 用 の 探 求

（1,600,000+480,000=2,080,000） 

山本真衣：左室拡張障害の病態における IL-22/IL-22BP 系の役割の解明（1,600,000+480,000
＝2,080,000） 
 
令和 3 年度～令和 5 年度 基盤研究（C） 
野原正一郎：医療用ビッグデータを用いた本邦における抗がん剤治療後の心血管疾患発症

の実態解明（2,100,000+630,000＝2,730,000） 
橋本洋平：恒常性維持機構から解明する大動脈解離の分子病態：制御性 T 細胞の役割

（1,200,000+360,000=1,560,000） 
柴田 怜：大動脈解離における破壊性炎症の増幅機構：フィブリン免疫複合体の役割

（1,000,000+300,000=1,300,000） 
 
令和 3 年度〜令和 4 年度 若手研究 
伊 東 壮 平 ： 大 動 脈 解 離 分 子 病 態 に お け る 癌 原 遺 伝 子 c-Myc の 機 能 解 明

（1,800,000+540,000=2,340,000） 
 



厚生労働科学研究費補助金 

 
令和 2 年度～令和 4 年度 
田原宣広（分担）：アミロイドーシスに関する調査研究（代表：内木宏延）（200,000） 
 
国立研究開発法人 日本医療研究開発機構（AMED）（直接経費+間接経費＝合計） 
 
令和 2 年度～令和 4 年度 再生医療実用化研究事業 
福本義弘（分担）：全身性強皮症に伴う皮膚潰瘍に対する自家骨髄単核球移植を用いた血管再

生療法に関する研究開発（代表：吉見竜介）（758,966＋227,689=986,655） 
 
令和 3 年度～令和 5 年度 難治性疾患実用化研究事業 
福本義弘（分担）：高ずり応力を伴う循環器難病に随伴する消化管血管異形成の形成・消退

の実態解明（代表：堀内久徳）（200,000+60,000=260,000） 
 
その他 
 
公益財団法人木村記念循環器財団 令和 3 年度第 41 回研究助成 
杦山陽一、戸次宗久、緒方詔子、本多亮博：肺高血圧症における肺血管障害や左右心室エ

ネルギー効率が生命予後におよぼす影響の解明 (1,000,000) 
緒方詔子：ステロイド未治療の心サルコイドーシス例の生命予後に影響を与える心筋血流

と FDG 集積様式の解明(1,000,000) 
 
令和 3 年度久留米大学学術研究振興基金助成金 
本間丈博：ドクターヘリを使用した心原性ショック患者に対する 2 次医療機関での補助循

環導入の有効性の検討（1,400,000） 
 

令和 2 年度内村助成金 女性研究者枠 
森川 渚：一般住民において血清オレキシン値は認知機能と関連するか（100,000） 
阪上暁子：一般住民における身体活動量と血清肝細胞増殖因子(HGF)に関する疫学研究

（100,000） 

山本真衣：左室拡張不全における腸管 IL-22産生の役割（100,000） 

 

令和 3年度内村助成金 チェレンジ枠 

山本麻紀：低アルブミン血症とフレイル、認知機能、微量元素との関連（100,000） 

佐藤宏美：一般住民のアルドステロン値と 10年間における心筋重量の変化～田主丸町住民

検診より～（100,000） 

 
大塚製薬株式会社 2021 年度奨学寄附金 
青木浩樹、福本義弘：全身疾患としての心室収縮能が保たれた心不全（HFpEF）の病態解明

https://research-er.jp/projects/view/1010520


と臨床応用（500,000） 
 
塩野義製薬株式会社 奨学寄附サポート 

青木浩樹、福本義弘：動脈硬化危険因子 ADMA とホモシステインと健康状態の疫学的検討

（300,000） 
 
2021 年度第一三共奨学寄付プログラム 
青木浩樹、福本義弘：心室収縮能が保たれた心不全（HFpEF）における心臓線維芽細胞の役

割と制御機構解明（300,000） 
 

大日本住友製薬株式会社 2021 年度 DSP 研究サポート 

青木浩樹、福本義弘：心室収縮能が保たれた心不全（HFpEF）における心臓線維芽細胞の役

割と制御機構解明（300,000） 
 

武田薬品工業株式会社 タケダ・リサーチサポート 

青木浩樹、福本義弘：大動脈解離病態における細胞老化の意義：組織恒常性破綻のメカニ

ズム解明と治療応用（300,000） 
 

田辺三菱製薬株式会社 医学・薬学研究活動への支援 
青木浩樹、福本義弘：心室収縮能が保たれた心不全（HFpEF）における心臓線維芽細胞の役

割と制御機構解明（500,000） 
 

帝人ファーマ株式会社 2021 年度医学・薬学に関連する研究支援 
青木浩樹、福本義弘：心室収縮能が保たれた心不全（HFpEF）における心臓線維芽細胞の役

割と制御機構解明（500,000） 

 


